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おれはここ数日まともに寝られないくらいに忙しかったので、移動中の短い時間を利用して映画館に入った。何か戦争映画をやっていて客の数は少なく、ちょうどいいので後ろの方の席に適当に座って顔に新聞紙をかけて目を閉じた。
ぼそぼそ喋る役者で誰だろうかと思いすこし紙をずらして画面を見ると、灰色のスクリーンには廊下が映っていて人は誰もいない。ピアノ音が聴こえ、奥の方にある扉が薄く開いた。のぞいて見るのと女が部屋の中央でふりかえるのが同時だった。
女はゆっくり目を丸くして驚いたが、声は出さなかった。燃えるような模様の絨毯は毛足が長く、柔らかかった。壁一面が格子の入ったガラス窓になっている妙な部屋で、ちょうど真午で白く霞んだ光がさし、女はすぐに隣室の扉の向こうに姿を消す。窓を左手にして沈んだ色合いのマホガニーの机があり、執務中の将軍は顔も上げず、ふむ、時間通りだな、よろしいそこにかけて待っていたまえ、と言うのでおれはしかたなく応接セットのソファーに座った。いましがた女が消えたばかりの扉が開いて、トレイに飲み物を乗せた将軍付きの秘書らしき女性があらわれ(もちろん消えた女とは違う女だ)、テーブルにコーヒーを置く。消え去った女には見覚えはなかったが、どうしてかずっと前から知ってる女だったとしかおれには思えず、しかしどうしても名前ひとつ思い出せなかった。
そういえばいま見たばかりだというのに、髪の長さも、色も、何を着ていたのかも思い出せない。ドレスだったと思うが、その形状も、色も、思い出せない。顔もわからなかったが、ただ目を丸くして驚いた表情の痕跡だけが微かに残っていた。
将軍に名前を呼ばれ、ふらふら近づくと、机の上に鈍い光をはなつ拳銃が一丁置いてあった。あきらかに怪しい改造拳銃だ。その隣には一様の写真。大統領が写っている。そうだ、というように将軍が俺を見て頷いた。どうやって拳銃を取ってその部屋から出たか覚えていないが、雨が霧のように夜を濡らしていて、アスファルトが蛇の皮のように光っていた。
ネオンが反射している。おれは何気なく雨宿りするていでパン屋の軒先を借りて突っ立っていて、ぼんやり見ている交差点の向こうから大統領が満面の笑顔を振りまきながら歩いてくるのだった。庶民派で売っている大統領はたまにこうして二、三人の取り巻きだけを連れ、予告なしで街中を歩くことがあった。そして有権者に手を振ったり愛想を振りまくのだ。将軍はどうやってかその予定を掴んでいたのだろう。おれはコートのポケットの中にある拳銃を確かめた。ライフルの弾を二発だけ装填された、一度引き金を絞るだけで二発続けて発射される使い捨ての暗殺専用銃だった。これを使えばおれは間違いなくシークレット・サービスの連中に殺されるだろう。いや、あるいは捕らえられて背後を探るために拷問されるのだろうか。もしかするとそれを見越してどこかに決行後のおれを始末するためのスナイパーが配置されているのかもしれない。しかし躊躇している時間はなかった。大統領はいままさに俺の目の前を通り過ぎようとし、おれはコートのポケットから拳銃を抜いて銃口を彼に向けた。ぽふっという気の抜けた音がして大統領は倒れ、紙ふうせんのようにくしゃっと潰れた。その瞬間に稲妻が光って街の灯りがすべて落ちた。パニックになるまで虚をつかれたような静けさが落ち、暗闇の中をおれは踵を返して足早に立ち去ることができた。
地下へ向かう階段を下りていくと上の方からどよめきが押し寄せてきたが、ちょうど踊り場の壁に小人が出入りするような金属製の扉があって、軽く開いているその隙間におれは素早く身を躍らせた。
こっちよ。
待ち構えていたかのように女が言う。あの、将軍の執務室にいた女だった。今度は目を丸くしていない。栗色の髪が、彼女が持っているらしいライトに薄く浮かび上がって見えた。カンカンカンと軽い金属音を立てて走っていく女におれは黙って従いていった。
そこはキャットウォークで、左手がドーム状にひらけていて何か工事中らしく大型の工作機械やこまごました道具が乱雑に置いてあった。ビニールシートで区切られたエリアなどもあり、灯りは落とされていて(あるいはまだ復旧してなかったのか)人っ子一人いなかった。
カンカンカンカンカンカン。
とうとつに女が手摺をふわっと飛び越えて下に降りた。あわてて俺も飛び降りたが床はコンクリートで足裏でべたっと着地してしまい全身が痺れ、目を離した隙に女はおれの後ろに回っていてすっと背中からおれを抱くように腕を回してうしろを振り向かせるので、のけぞるようになってバランスが崩れぐらぐらと足下がおぼつかなく揺れ、女の指がおれのあごを押さえて下唇にそっと触れる。むせかえるような甘い匂い。やわらかなからだが背中に当たる。吐息がひたいから降りてきてそのまま女の肉厚の唇がおれの唇に重ねられ舌で歯をこじ開けてねっとりした熱い息とともに唾液がこぼれ声が漏れる。そっとおれの頸を女の薬指が半円を描くようになぞった。ナイフか剃刀でもすっぱり割れる動き。見逃してあげる。そんな言葉が聞こえ女のからだが離れると同時に明かりが落ち暗闇がその姿を隠す刹那に赤い唇が微笑んで見えたがそんな気がしただけだったかもしれない。
気配も消えた。
すると彼女は用意された暗殺者だったのか。
おれは一人で場所もわからない地下に取り残され、さてどうするかと思う暇もなくごうごうと物凄い音が空間いっぱいに鳴り響く同時に強い風に押されてよろめき、風が吹いてくる方向に向かって闇の中でさぐりさぐり歩いていくとうっすらと床の金属板の隙間から光が薄く漏れているのが見え、ついにぼんやりと靄のように下りる階段を見つけてゆっくり警戒しながら降りていくと、ところどころ作業用のものと思われるランプが吊り下がっていてぼんやりと周囲が見渡せるそこは地下鉄の線路なのだった。
するとさっきのは電車だったのか。風の吹いている暗闇の中を、電車が走ってくる音が聴こえてくる。線路の上を避けて柱の影に隠れ電車をやり過ごす。このまま駅まで歩いていくのもやばいなと思い、どこかで職員用の通路とかそういうところがないものかと漠然とうろちょろしながら、何台も何台も電車をやり過ごす。
不安はない。きっと迷ったらまたあの女が出てきておれをどこかへ連れ出してくれるのだと思い、というかそれこそを熱望しながらしかしふと気づくと化粧品の広告の裏からそのまま地下街につながっている奇妙な隙間のようなスペースから雑踏にまぎれ込み、誰にも気づかれることなく事件のために奇妙な興奮とざわめきが波打っている中を早歩きで歩いていた。
それでもできるだけ人の流れに逆らわないようにしているとエスカレーターまで辿り着いたので地上に上がった。一階はまるで嘘のように平穏そのものだった。格好が浮いていないか不安だったがさすがに訓練されていておれをじろじろ見るような従業員はおらず、ぐるりと探し回ってようやく見つけたエレベーターで七階まで上がり、おれはもうどうしようもなく疲れ切っていて、ここ数日まともに寝られなかったことを思い出し、眠るためにビルの中にある映画館に入った。何か戦争映画をやっていて客の数は少なく、後ろの方の席に適当に座ると顔に新聞紙をかけて目を閉じた。
他人の畑で雑句ザク
ビデオドロー夢
ドラゴン(松岡ヒロシ)
この前、20年ほど昔に勤めていた会社付近を車で通る機会があり、「いやはや、懐かしいもんだやなあ」なんて、薄暗い青春時代を思い出していましたらズンズンと懐かし地獄にハマり込んでいき、いつの間にか当時私が住んでいた地区まで寄り道をして、そのキンペンをグルグル回っておりました。
そうしましたら、こんな思い出が蘇ってきました。
当時の私はまだ20歳くらいでしたが、スカッとするほど気持ち悪い青年風情でして、伸びさらしたザンバラ髪に擦り切れたケミカルウォッシュのジーパン、シミだらけで所々アナのあいたトレーナーに爺さまサンダル裸足履きというのが、この頃のお気に入りファッションでした。今からその姿を思い返せば、堂々たる犯罪予備軍、ご近所で連続タイヤパンク魔が現れれば、まず疑われたくらいでして、無精ヒゲなんか伸ばしていたら爆弾犯もニンマリな気合いの入った廃人コーディネートでした。
実際私は、先ほどの会社に勤めていた、なんて言うのが憚られるほどパンキッシュなメンドクセ精神であっという間に辞め、ガス代がもったいないからというのを言い訳に本当はメンドクセで風呂にもロクに入らず、ゴミと家賃も溢れんばかりにたんまりタメ込んだ、それはそれは見事な社会不適合者でありました。見た目で人を見てはいけない、なんてもっともらしく人格者を気取るお方がいらっしゃいますが、私の経験上、人は見かけ通りかもしれませんね。
そんな生活をしていましても、やはり何か娯楽がほしいのは現代に生まれた人間と申せましょう。近所の犬や猫、町内のムチムチ奥さんから小学生の女の子を物色したところで大した感動はありません。寝転んでダラダラしながら頭を空っぽにするには、やはりビデオと相場が決まっています。
ということで、レンタルビデオを借りに行こうと思いましたが、これがまた探しても近所に全然ありませんでした。当時の私は車はおろか、自転車さえ持っていなかったので、徒歩移動できる距離なんてのいうのはたかがしれています。ビデオを借りにまさかバスに乗っていくなんてことは、風呂にもロクに入らない私には、とても考えられませんでした。
しかし、なんとかして映画を観たい。家にある昔録画したバラエティ番組を見返すのもいいですが、深夜放送から録画した「ニューヨーク1997」や「桃尻娘」以外にも映画を観たいのです。
困りました。自転車を買う金があれば、近所の「らうめん専門」の看板が光るラーメンを何杯か食べたいし、ましてや車購入なぞは、区画整理で売り払った荒地がウハウハ大儲けで悠々と過す土地成金の我がアパート大家の豪邸へ強盗にでも入らなければ、現実的な話ではありません。
うーん、うーんと唸りながら宛てもなく歩いていると、住んでいるアパートから4キロ以上離れた大きな橋まで歩いていました。当時の私の格好で橋の付近をトボトボ歩いていましたら、まあなんと言いましょうか、とてもリアルだったに違いありませんね。前を歩いていたピチピチのルーズソックス女子高生も、うーん、うーんと唸りながら歩く私の気配に気づくやいなや、小走りに私から姿を小さくさせるほどでした。
すんなり触らせていただけるなら触りますが、何も了承なく触らせていただくほど私もズーズーしくはありませんので、無言で遠ざかる後ろ姿に少し寂しさを重ねながら、橋を渡りきっていきました。
すると、橋を下りたところにあった古い住宅並びに、ネオンサインがチカチカしているコンテナを何個か並べたような窓のない建物があるのを発見しました。そこには「ビデオ試写室」とあります。
言わずもがな、今やビデオ試写室というのは現代では当たり前の廃れた娯楽施設になりましたね。同居人の目が心配で自らを慰める作品を自宅で鑑賞できない方や、貧民の宿泊施設代わりとしてはもちろん、外回りサラリーマンのサボり場、果ては女装を趣味にされている漢気溢れる方が寂しい好事家を慰めていらっしゃる空間としてもお馴染みになりましたが、20年ほど前にはまだあまり馴染みのないものでした。少なくとも私は知りませんでした。
試写室とは一体なんだろう。ビデオを試しに観てから借りられたりできる新形態のレンタルビデオ屋ということだろうか。無職でなんの刺激もない毎日の私は、元来ビデオという言葉になんとも言えない興奮を覚えていましたので、財布どころか小銭がポケットに数百円という状況にもかかわらず、ぬらりと吸い込まれていきました。
店内に入るとお客さんは一人もいませんでした。もちろんビデオと銘打っていますのでビデオがズラリと並んでいるのですが、歌謡曲の有線が静かに流れながらも、店を入った少し奥にヤクルトの小さな容器が並んでいる業務用冷蔵庫がむーんと唸っており、私が知っているレンタルビデオ屋とは少々趣きが違っていました。ふと、冷蔵庫の横を見ると、ピンクまみれのビデオジャケットがびっしり詰まった棚があり、それがドキドキする作品群というのは、いくら私がバカでもすぐにわかりました。
何やらすごく如何わしくも、とてもホッとするような不思議な空間でした。なぜなんだろうと少し注意深くその棚を見てみると、ダンボール紙を切り取った自作の札に、年配者であろうずいぶん年季の入った筆致で「おすすめ」「人気作」と、マッキー極太と思しきマジックペンで書き殴ったカテゴリー札がビデオケースの間からニョッキリ出ていました。これらが幼少期に駄菓子屋で見ていた「5円チョコ10円」「よいこはしずかに!」などの店主のババアによる手書きの注意札とが深層意識で重なったからなのでしょう。
そのまま自然と奥へ行くと、だんだんカテゴリーが細かくなり、そのうち「SM 縛り 強制」「おばさん 年増」「処女 若い娘」「尻」「うんこ」と、ぶっきらぼうなカテゴリーが味のある紙と文字で並んでいました。
ところでこの店の店員はどこにいるんだろうか。入ってからカウンターらしきものはあっても、それらしき人物は見当たりませんでした。人の気配がせず無機質な店内とピンク色のビデオ群の圧で、今のいままで気がつかなったのですが、カウンターの横に14インチのテレビデオが置いてあり、どこからか漂う少々甘い匂いに混じってそこから「ノーゥ、ノーゥ、プリィ~ズ」と女の泣き声が流れていました。最初は格調高い洋ピンを流して、今で言えばAZUL店内のようにおしゃれな雰囲気作りをやっているかと思ったのですが、誰もいないカウンターからグイッと画面を覗きこむと、そこに流れていたのは現代ホラーの名作「悪魔のいけにえ」のワンシーン、ブロンド女が延々とイジメられる有名なシーンでした。
なんだこれは!なんでこんな店でこんなものが流れているんだ!と、少々ビックリしながらも、なぜだか胸の高鳴りがとても心地よく感じました。
私は久しぶりに「悪魔のいけにえ」をこのような場所で観られるとは思ってなかったので、しばらく画面を凝視していると、カウンター横にある扉から初老の男性がキビキビとした動きで出てきました。
目が合って開口一番「どうされました?」と、キョトンとした風を装いながらも、ハキハキとした口調で怪しい者を問いただすように私に聞いてきました。その初老の男性は、痩せたヒョロリとした体型で、赤のギンガムチェックのシャツをタック付きのジーンズもどきズボンの中にピシッと入れ、ロマンスグレーの七三分けに銀ブチ眼鏡、体は細いが意思が強そうであり、いかにもマジメで実直そうなおっさんでした。例えるとすればベテランの地方役人の休日姿、または経理事務所長の部屋着という感じです。
私は「あ、はあ、あのビデオって看板にあったのでちょっと」と、内心は突然の登場にドキドキしながらも、いかにも平静を装いつつこちらに邪なものはないですというのを、気持ちの悪い風体で伝えようとしました。
おっさんは昔のポリゴンCGキャラのような無表情さと機械の自動音声のような平ぺったい声で、「あ、そうですか。気にいったものゆっくり選んで見ていって下さい」なんて、ニコリともせずに言うと、カウンター前のパイプ椅子にどっかり座りました。
別に何がどうというわけではありませんが、なぜだか気まずいような空気が流れたので、私は気を取り直しておっさんに言いました。
「これ悪魔のいけにえですよね、僕も好きなんですよ」
するとおっさんの眼鏡の奥がギラっと光りました。
「あ、ほんとに?!いやいや、これいい映画ですよね!あ、そう、お客さんも好きなの!」
と、パイプ椅子に浅く腰掛け直しつつ背筋をピンと伸ばし、声も1オクターブ程上がったでしょうか。先ほどのこちらにぽっかり向けられた虚無の瞳孔は、今やおっさんが波打ち際でキャハハと波と戯れているかのような純粋な喜びが溢れているかのように垣間見れました。
私はそんなおっさんの変わり様に少し冷たいものが背筋に走りましたが、私もホラー映画の知識には少々自信がありましたので、このおっさんの前のめりな喜び様に、クラス替え初日で初めて喋る新同級生と意気投合したような嬉しさがありました。
「いやいや、私もねえ、早期退職してから映画に関係した商売をやろうとしましてね、でも結局は商売となると、まあ恥ずかしながらこういうものがメインになりましてね」
と、目をゴシゴシやりながらアゴでクイっとセクシーなビデオたちを示し如何にも照れているようなわざとらしい仕草で、いかに自分が映画、中でもホラー映画が大好きかということを滔々と、目の前の汚らしい社会不適合者の青年に語りつづけました。
おっさんの世代からして、恐らく50~60年代のイギリスのハマーフィルムのホラーが好きだろうと、少し高を括って話を振ったところ
「私はああいうのは古臭くて好かんですね」
と、まるで新進気鋭の映画評論家のように、当時主流だった血しぶきスプラッター映画のタイトルが次々に出てきました。
「お客さん、まだ30くらいでしょ?だったらあんな年寄り臭い恐怖映画なんて観てたらダメですよ」
私は当時まだ20そこそこでしたが、そう言われても正しい年齢を伝える隙もないほど、といいますか、そう見られても仕方ない格好と生まれつきの面相でしたので、「あ、はあ」と、おっさんに相槌なんぞ打っておりました。
「しかし、まだ30くらいでハマーの名前が出てくるなんて、お客さんもだいぶ勉強されてますね」
首がバーンと飛んだり、血がピュッピュ飛んで内臓がデロンと出るような下品な映画を観ることを勉強と言うのかと、おっさんの嬉々とした口調と相まって、こちらも新鮮な気分で段々と楽しくなってきました。
おっさんは銀行だったか不動産投資会社だったか、とにかく巨額の金を動かす会社を長年勤め上げ、早期退職制度の割り増し退職金を手に、このビデオ試写室を第二の人生の糧に一国一城の主となったそうです。しかしそこは投資関連の会社での経験を生かし、ビデオで商売するならエロは外せないと、しっかり市場調査をして寂しい独身者のニーズに合わせた当時の新しい業務形態としたようでした。
有名な巷の噂として、VHSビデオがSONYのベータビデオを蹴散らして普及したのは、裏ビデオの「洗濯屋けんちゃん」シリーズがVHSで出回っていたからなどという、まことしやかな話がありました。まあ、ホントのところはSONYの特許囲い込み戦略の失敗だそうですが、こんな噂が広まるほど、エロビジネスというのは力があるということでしょうね。
お互いなんの作品を観たか、どんなシーンで感銘を受けたのか、スプラッターといえば元祖はやはりハーシェル・ゴードン・ルイスだ等、映画史の日陰作品に対しての愛情をしゃべり倒し、楽しい時間を過していました。
1時間ほどしゃべっていたでしょうか、なんの前ぶれもなく店の奥にある扉が開き、ニッカポッカを履いたオオカミヘアーの若い肉体労働者が、抜け殻のようにフラフラと我々がダベっているカウンターに来ました。手には人妻ドラマモノ、人妻ナンパモノ、人妻初撮りデビューモノと、人妻カテゴリーの作品群が5本ほどありましたが、それらを小さな鍵と一緒にカウンターの隅に置くと、今までの嬉々としたおっさんの表情はまた一瞬にして古いCG顔にもどりました。
「お疲れ様でした。よかったらヤクルトがあの棚に冷やしてありますのでどうぞ」と、目の焦点がどこに合っているのかわからない虚無の視点で、また無機質な声でのっぺりお客さんを送り出していました。
お客さんがヤクルトをニッカポッカのポッケに突っ込み、かったるそうに店から出ていくと、再びおっさんは嬉々とした表情に戻り、プラモ屋ではしゃぐ中学生のような顔を私に向け、話の続きである特殊メイクの裏側を嬉しそうにしゃべりだしました。
なるほど、試写室とはそういうことだったのか……。店の営業システムをなんとく理解しました。個室に籠り例のビデオが観られて、自分の好きなペースでひと仕事するのかと。
「それでね、あの死霊のはらわたのゾンビはね、シワの表現にティッシュペーパーを使ってたってんだから面白いですよねぇ……あ、ティッシュで思い出した!ちょっと待ってて下さいね、個室の掃除しなきゃ」
ティッシュ繋がりで関連付けされてしまった、死霊のはらわたで特殊メイクを担当したトム・サリバンも苦笑いでしょう。
エロがメインのビデオ屋や、こういった個室ビデオのようなお店に入ったことがある方ならわかると思いますが、店内に入ってすぐの表から見える棚には、一般映画のビデオが置いてあります。
年齢差のある友人として意気投合し、「どうもイトーです、いやいやこれからも」「こちらこそよろしくお願いします」などと、お互い握手までしてそろそろ帰ろうかとその入口カモフラ棚を何気なく見ると、これがまた好みのホラー映画タイトルがズラリと並んでいました。
先ほどの「死霊のはらわた」はもちろん、名作「ゾンビ」やイタリアンゴアの巨匠ルチオ・フルチの「サンゲリア」から「墓地裏の家」まで一連のゾンビモノ、「ヌークリーチャー」なる得体の知れない海外自主ホラー映画まで、あらまあ、外の人からのエロ隠しカモフラージュとしてはあまりにもマニアックで如何わしい映画ばかり。それらが中古1000円?から販売されていました。これじゃカモフラージュなのか、エロでなくとも出入りする人を異常な人としたいのかサッパリわかりません。
私は思わず「いやはや、これはすごいですね!円谷プロの餓鬼魂まであるじゃないですか」と口から漏らしてしまいました。
「いやあ、やっぱり勉強されているんですね!」
と、もう少しでおっさんから「うひゃひゃひゃ!」というマッドサイエンティストのような笑い声が出てくるのでないか、というぐらいにおっさんは体を前後へ微妙に揺らしながら、このまま後頭部を金属バットでぶん殴られても満面の笑みで昇天できそうなくらい、今まで以上の眩しい笑みをこちらに光らせていました。
「もしよかったら死霊のはらわた、持ってく?」
私はズボンのポケットに数百円しかないので
「えっ?あ、いえ今ちょっと持ち合わせが」
するとおっさんは、私が言葉を言い終える前に人差し指を左右に振りながらチッチッチッと、もう近くにいるだけで恥ずかしいキザで古臭い仕草をしてオーバーに遮ります。少し腹が立ちました。
「いいのいいの。そのテープは終わるまで画面下に薄っすらノイズ入るからタダであげますよ」
一瞬おっさんに腹を立てた自分が恥ずかしくなりました。
「いやあ、そんな……ありがとうございます!」
私も後頭部を金属バットでぶん殴られてもいいくらいの笑みが溢れていました。
その日から、しばらく足繁くそのビデオ試写室に徒歩1時間以上かけて通っていました。なにせ、仕事もせずにフラフラしていただけなので暇つぶしには最適ですし、友情厚い2人して、大好きなファンタスティック系映画をああだこうだと言い合いながら観られるのですから、廃校寸前の学校に通う限界集落の小学生のように、ビデオ試写室への往復都合2時間半が全く苦になりませんでした。
おっさんは現役の頃の職業のせいか如何にも堅物のような見た目なのですが、口を開けば「あの首を引きちぎられるシーン、何回もリピートして観ちゃいますよね」と、臆面もなくサイコパスみたいなことをサラリと言うので、そこが私にはもう本当に面白く、何回もおっさんの口から血しぶき溢れるシーンの解説してもらったりしていました。
何回か通ううちに、映画や漫画の話からおっさんの家族のことなどが話題に出るようになりました。おっさんはこの窓の無いコンテナのような天国へ車で他の地域から30~40分かけて通って来ていて、なんとまあ、奥さんやら家族にはレンタルビデオ屋のようなものかな?などと、はっきり言わずザックリなんとなくビデオで商売をしているとしか知らせていないとのことでした。
「まあね、うちは子供も娘二人だし女ばかりだからね、言いづらいですよ、実際問題」
それはそうでしょうが、今食べているご飯は数ミリリットルの男気のカケラが文字通りタネになっていると知れば、ご家族もさぞ複雑な思いをするかもしれませんね。鍋を囲んで家族団らんするおっさん一家と試写室で鬼のように一人作業に没頭して鬱憤を晴らす勤め人、交互にそのシチュエーションを想像したらとてもワクワクしてしまいました。
子供さんについては、上の娘さんは30前くらいでもうお嫁に行っているし、下の娘さんも依然実家住まいながらも社会人として自立していて、家族は今が一番楽しい時期だと幸せそうにニンマリしていました。
しかし通いだして半年余り、終わりは突然やってきました。
いつものように夕方前あたりにせっせと歩いて店へ行くと、ネオンが消えています。
えっ?あれれ、おっさんのトヨタ・スプリンターも駐車場にない。休みかな?どうしたんだろう。
暗くなりかけた空の下では、いくら奥を覗こうが明かりの付いていない店内はただ果てしなく闇が続いているだけでした。
慌てて近くにある公衆電話を探し出し、看板に書いてある店の番号へかけても、当然誰も電話に出ません。
何か悪い予感がします。そういえば、おっさんから自宅の電話番号付きの手書き名刺をもらっていたなと思い出しましたが、手元にあるわけでもなく、また1時間以上かけて帰ったところでそれがまだ取ってあるかどうかも怪しかったので、その場であたふたしてしまいました。
「ここはもう、近所の人に聞こう!」
人との関わりを断ち、なるべく人とは話さないようにして世捨て人のような生活をしていた私でしたが、唯一おっさんとの交流でなんとか社会性が保てていたようでした。
私は相変わらずボロボロの汚れの格好のまま、気がつけば見知らぬ古いお宅のお隣さん玄関をノックしていました。時間はもう既に7時になろうかという夕食どきでした。
出てきたのは、モグラが干からびてジャーキーになったような、いかにも意地悪そうな暗い爺様でした。
「あの、ちょ、ちょっとお聞きしたいことが、あっ、ありまして…」
私が久しぶりの他人にオドオドしながら絞り出すようにしゃべりだすと、爺様は「はあ?ええ?」と、わざとらしい大きな声で私の言葉に被せてきました。
爺様は続けて「今よぉ、晩メシ食っとるで、ややこしい話なら明日にせやな!」と、取り合ってくれません。時間的にも、そしてお食事の邪魔もして申し訳ないとの思いもありましたし、私もこんな意地悪モグラジャーキーに聞くよりも、またその隣のお宅に聞きに行けばいいのですが、なぜかモグラさんの態度にこちらも意地になってしまいました。私もモグラジャーキーなんて口が悪いですね、爺様はもちろん全然悪くないのですが。
「あの、だからすみません!隣のイトーさんのことなんですけど、今日は居ないんですかね」
口をモゴモゴしながら爺様は言いました。
「イトーって誰や?そんなお宅は知らんがね」
私はこのいかにも捻くれていそうなモグラジャーキーが意地悪でそんなことを言っていると思い、尚も食い下がりました。
「知らないって隣のビデオ屋の店長さんじゃないですか。今日は開いてないみたいなんで変じゃ…」
奥からもう一人年輩の男性の声が聞こえてきました。
「ああ、あの人亡くなったらしいよ」
悪い予感は最悪の結末を教えてくれました。しかし、わずかビデオ試写室行脚を2週間ほど空けた間に亡くなっていたとは。
奥からモグラさんの奥さんらしき、まん丸の体にまん丸のチリチリパーマをあてた婆様があらわれました。
「あの人イトーって名前じゃなかったに」
へっ?私は驚きました。先ほどの年輩の男性の声は、この婆様だったのです。
いやいや、婆様の声も驚きましたが、それ以上に名前が違うって?私にはイトーと名乗っていたはずですが。まん丸の婆様が私をジィ?っと見ながら言うと、イトーという名前じゃなかったような気がしてきました。確かに私はいつもイトーさんと名前で呼ばず、店長、おやっさんと呼んでいたので、そう言われたらそうかなと思ってしまいました。
「で、あの、店長さんいつ頃亡くなったんですかね?」
私は爺様を飛び越して婆様に聞きました。
「どうやろ、はえ、もう1週間か10日経っとらんか?」
結構前に亡くなっていたんですね。
「ほんで、なんか不動産屋か誰か何人か来とったよ」
「おたくは隣の人の親族かなんかなの」
爺様と婆様は交互に質問と情報を私へ投げてきます。
「その死んだ日か知らんけど」
爺様が続けました。
「10日かそこら前に昼間に救急車来てそのままだわ」
「ほんで、店に住んどるから荷物やら家財道具やらが……」
私はまた驚きました。
「えっ?!住んでたんですか?!」
爺様と婆様はそうだと当然のように声を合わせてうなづいていました。
「いや、市外から通ってるって言ってて、ほら、店の前の駐車場の白いトヨタの……」
「何言っとんの、あれはこの角の人の車だがね!」
なぜか爺様は怒り口調でそう教えてくれました。
「前からあの人一人で住んで商売しとったに、何言っとりゃあす」
「身寄りがないもんで、遺品やら不動産屋さんが困っとる言っとったわ」
私はまた驚きました。
「えっ!家族がいるって言ってましたけど」
「家族がおりゃ誰か引き取りやらできるけど、誰もおらんで困っとるんでしょ」
私は頭が混乱して目をパチクリしてましたら、婆様が「うちのご飯が冷めてまうで」と、詳しくは不動産にでも尋ねたらどうかと言って話を切り上げました。
ご家族がいらっしゃって、今は奥さんと下の娘と楽しい時間を過ごすと言いながら、昼から深夜まで年中無休。確かに思い返せばおかしいです。
寂しい初老の男の夢だったのでしょうか。
確かにイトーさんというおっさんの窓無き城がそこにはあり、もう世も捨て去ろうとしていた汚い若造が出入りしていたのは、紛れもない現実。
否、おっさんが本当は何者で、何をされていて、どういう経緯でお店を持ち、何の為に自身を偽りながらも私と友情を交わしていたのか。
おっさんも好きだった、デヴィッド・クローネンバーグの作品「ビデオドローム」のように、何が現実で何が幻想かもうクチャクチャなまま、美しくも暗澹たる闇に射した思い出として、これからもおっさんからタダでもらった「死霊のはらわた」のビデオテープを大切にしたいと思いました。
その後、私も職を得てその地域から引っ越してしまい、それからどうなってしまったのか知りませんが、この前通った時にはお店も長屋も無くなり、モダンな建売り住宅地の一角となっていました。
リビングデッド・シスター
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僕たちはキッチンに戻ると、トレイにトーストとシリアルの入ったボウルとオレンジジュースのグラスを乗せ、僕が二階に運んでいった。掴みかかられないように距離を置きながら、何とか食べさせようとする。しかし、冴子はいっさい口を開こうとしなかった。やはり、ゾンビになってしまったのか。
昼にも、冴子は僕の運んでいった食事を口にしようとはしなかった。そのかわり、僕の頭を物欲しそうに眺めていた。まるで、人肉や人間の脳が最高のごちそうだとでも言わんばかりに。
午後、何もすることがないので自分の部屋にこもってゾンビのことをネットでいろいろ調べてみた。特に、ウィキペディアには詳細な情報が盛り込まれていた。
いきなり、スマホの着信音が鳴る。
隣の、冴子の部屋からだった。
僕はおそるおそる彼女の部屋へ入り、ショルダーバッグの中に入っていたスマホを取り出した。僕の姿を見て興奮して吠えはじめた冴子の声を避けて、僕は自分の部屋で電話に出ることにした。
「もしもし」
「あ、間違えました。すいません」
「ちょっと待って。新崎くん?」
「はい、そうですが」
「健一です。冴子の兄の」
「ああ、お兄さんですか」
冴子のボーイフレンドはほっと溜息をついた。
「冴子がちっとも待ち合わせ場所に現れないので電話してきたんだね?」
「あ、はい」
「ごめんなさい、連絡しなくて。冴子はちょっと病気なんだ。家で休んでる」
「あ、そういうことならいいです。冴子、大丈夫ですか?」
「うん、まあ大したことない。よくなったらこちらから連絡するから」
「わかりました。じゃあ、失礼します」
心配そうな声だった。それにしても、どうしたらいいのか。冴子は大丈夫だといつまでも騙しつづけることはできないだろう。
夕食は、最初から諦めて持って行かなかった。かわりに、様子を見に行く。こちらの姿を認めると、とたんに興奮して暴れはじめる。一歩でも近づくことはできなかった。
父は十時過ぎに帰宅した。
「どうだ、冴子の具合は」
父がそう言うなり、酒の匂いが漂ってくる。残業ではなくて、飲みに行っていたのだ。僕は思わず父に怒鳴ろうとした。そうしなかったのは、精神的に疲れ果ててしまっていたからだ。
まだ飲み足りないのか、父はキッチンのテーブルについてビールを飲みはじめた。
「健一が、冴子はまるでゾンビみたいだって」
母がそう言うと、父はいきなりけたたましく笑った。
「健一はゾンビの存在を信じているのか。それにしても大袈裟だな。よし、俺が行って見てこよう」
父は椅子を蹴るようにして立ち上がり、階段を昇っていった。
数分ですぐに帰ってきた。
顔は青ざめており、ひどく取り乱している。
「健一の言うとおりだ。ありゃ、ゾンビそのものだぞ」
母はテーブルに肘を突いて両手で頭を抱えた。
「ねえ、どうしたらいいの?」
地獄の底から響いてくるような、母の声。
「どうするも何も」
父は取り乱したまま言った。
「病院へ連れていくほかはないだろう」
「だけど、人を襲うのよ。連れていけないわよ」
「だったら、今みたいに手足を縛ったまま車に乗せて連れていけばいいじゃないか」
「そんなところ、人様に見られたらどうするのよ」
「うーむ」
父は考え込んでしまった。
「やっぱり、救急車を呼ぶしかないよ」
僕は言った。
「だけど、何科に診てもらったらいいのよ」
母が昼間と同じことを言いはじめる。僕はうんざりして同じように頭を抱えてしまった。
「救急隊員の人たちも困惑するでしょう」
「専門家に任せればいいんじゃないの? 僕たちにはとうていどうしたらいいかわかんないわけだし」
「健一、そんなに簡単に言うけどな」
父が僕を睨みつける。
「これは一家の問題だ。一家として恥をさらすような行動は慎まなければならない。それに、だいいち冴子の経歴に傷がつくだろう。冴子はこれから社会に出て、結婚もしなければならないんだ。それが、もしもゾンビになっていたことが知られたら、いったいどうなるんだ」
僕は考え込んでしまった。
「ね、パパの親心も尊重してあげて」
母が言った。ほんとに、一体どうしたらいいんだろう。父の言うことは、本当に親心なのだろうか。それとも、母と同じように世間体を気にしているだけなのか。会社内で自分の立場もまずくなると考えているのだろうか。
「とにかく、今夜は事態を静観しよう」
すっかり酔いの醒めてしまった父が言う。
「行動を起こすのは明日だ」
「明日は会社を休んでくれるのよね」
母の言葉に、父は面倒くさがるように「わかったわかった」と言う。
寝る前に、僕は冴子の部屋へ様子を見に行った。腐臭がひどい。だが、ベッドの上で排泄はしていないようだ。
僕の顔を見たとたんに、ロープを振り切って僕に掴みかかろうとする。顔が幾分、ますます死人みたいになったようだ。
「ごめんね冴子。きっと治してあげるからね」
言いながら、それでも僕自身、空しい言葉だと感じていた。
【続く】
【ELEPHANTIGER10】『エレファンタイガー テン』
全長/3.2m 体重/29.3t
連続作戦行動時間/45分
上半身を象、下半身を虎の能力を反映する、第二期合成ANIMACULUS『アニマクルス』。毒ガスなどに対抗できる特殊仕様。化学兵器を利用するテロリストなどへの対応策として開発された。
これまで同様に作戦から自己判断して自立した行動がとれるほか、ネットワークを活用した作戦等が出来るほかに、蓄積した毒ガスを再利用して自身の武器として利用する。
ネットワークからのコンピューターウィルスに対しても独自に対策プログラムを生成する。その間再起動を繰り返すために行動は一時的に停止する。
虎の脚力を活かした高速走行と跳躍力を持ち、小火器による狙撃、破壊はもちろん、戦車の主砲などの徹甲弾にも一回であれば耐える装甲能力がある。
腕力は象のポテンシャルを活かしているが、高速移動中に打撃などの接近戦は反応が遅く実用的ではない。拳は打撃兼用の装甲が取り付けられて格闘戦に積極的ではありながら、ANIMACULUS専用の銃火器も難無く利用できる。既存の戦車の主砲を改造したものを使うことも可能。
耳状の部品は放熱用。改良されるたびに小型化している。配属部隊によってもデザインが変わっている。
大型の筐体を活かして、内臓バッテリーでの行動時間が長く設定されており、有毒ガスの充満する空間であっても柔軟に行動できる。
あるテロリスト集団に新型ANIMACULUS、ELEPHANTIGER10を盗まれる。
すぐにネットワークから切り離され、独自の改造が施される。頭部の防毒フィルター機能を削除され、毒ガス噴霧装置が取り付けられる。この改造にはELEPHANTIGER10の開発者が関わっていたとされる。
ELEPHANTIGER10強奪事件から暫くしてバスが暴走し、地下街へ突入する事件が起きる。そのまま突き進み、地下街を破壊、地下鉄駅まで侵入、そこに改造されたELEPHANTIGER10が現れる。バスの中に格納されていたのだ。毒ガスを噴霧するELEPHANTIGER10。逃げ遅れた人々は次々と倒れ、ELEPHANTIGER10は毒ガスをまき散らしながら地上へ向かって歩く。
鉄道会社によって全ての防火シャッターが下ろされ、封鎖される地下街。しかし防火シャッター程度は難無く破壊されていく。あと地上まで二枚となった防火シャッターの前にZOOBUSTERZが待機していた。今回は特別に警察から貸与された、KBT耐毒ガス仕様を装備、三人とも同じ仕様で色も同じオレンジ、キャノピーの枠だけそれぞれ違う。手がアタッチメント化され、専用のグレネードランチャーやマシンガンなどを取り付けられる。
最後の防火シャッターをELEPHANTIGER10が殴って破壊したその時、ZOOBUSTERZによる集中砲撃で毒ガス発生装置を破壊、ガスによる攻撃が無効になる。しかし、攻撃の手を休めないELEPHANTIGER10は銃撃の中を突進してくる。ZOOBUSTERZは後退する。地上に出たELEPHANTIGER10は機動隊の車両からバッテリーを奪い、自身の空になったバッテリーと交換、鎮圧部隊として出動していた複数のBARHAUND-01を殴り倒して破壊、重機関銃を奪う。そこに新型KBT04で再びZOOBUSTERZが揃う。銃撃で毒ガスの発生した地下街まで再び誘導し警察から無許可で持ち出した電磁分解銃で行動不能にさせた。
動物ロボットANIMACULUSの三つ目。
ネタは3DプリンターZortrax M200の名前からです。名前をもじっただけなので見た目や性能などは全然反映してないなあ。
新緑に
金華山の
ふもと
ヒメコウホネ
【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
※この本は英語版です。
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
※この本は英語版です。
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
第30号編集後記
ドラゴン/30号おめでとうございます!
murbo/うっかりしてましたよw まだ三号くらいのつもりだったので。
渡辺 哲也/おめでとうございます、早いですね~
ドラゴン/私は参加させていただいてから余り時は経っていませんが、もう何回か飛ばしてしまいましたが(泣)
ご無沙汰しております。
murbo/一年経つと12号出したことになるのを全く気にかけていませんでしたw 早いです。
休載も想定内ですよ~w ある程度細く長くを心がけているのです。
ドラゴン/いやはや、続けるってのはモチベーションだけではなく、自分の周りの環境も影響しますから、言い訳が成立してしまって難しい場合がありますね。
渡辺 哲也/義務でやっても面白く無いので、その辺りは気楽でいいんじゃないですかね?w とか甘えたスタンスの私。
murbo/年取って分かったのは続けることが何より大変なことなので、継続する権利だけをだらしなく求めていきたいですねw
別にお祝いじゃないけど、表紙は霜降り牛肉模様の薔薇です。
ドラゴン/あ、確かに言われてみたら高級焼肉店みたいだ(笑)
murbo/同じような柄の椿もありまして、今年はあまり形が良くないので、在庫から薔薇を出してきました。
そういえば、今回初めて全員集合しています。できれば八時ちょうどに全員集合してほしいレベルですね。
murbo/という事でさらっと今回のライナップをさらっていきますと、大統領殺しはループする話です。こういうの何かジャンルとか技法みたいな名前あるんでしょうか?個人的には好きなやり方です。
トビラは「殺し」なので、騎士団長殺しみたいな文字組にしました。
ビデオドロー夢は、ビデオ試写室の話。これはでき始めたころなのかな?今でもロードサイドにありますね。文字で埋め尽くされた建物という印象があります。
あ、ビデオドロー夢はドラゴンさん久々の登場なのでした!
こちらも復活の渡辺哲也さんの今日の妄想は、スターウォーズに出てくるサンドクローラー的な雰囲気の四脚ロボ。あれよりは高級そうです。
リビングデッドシスターは四回目でお父さん登場。どこのお父さんも家庭に関心が無い的な雰囲気を出していますね。この話はずっとコメディだと思っているのにどんどんシリアスになっていくんです。
僕のロボットはエレファンタイガー10といいまして、上半身が象、下半身が虎のロボットです。
といったところで、記念的なことをやったほうがいい第30号でしたが、正月三が日のラジオ番組並みに普通に作ってしまいました。第40号は何かできるといいかなと思います。
なにより第30号も無事配信できそうです。皆様ありがとうございます。次回も頑張りましょうー!
北極大陸 第30号
2017年5月1日発行
編集、レイアウト/murbo
発行/電子パブ